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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基板上にレーザ光の照射により情報の記録が可能な記録層を有する光情報記録媒体であっ
て、該記録層が下記一般式（Ｉ－Ｂ）で表される１，２，３－トリアゾール化合物を含有
することを特徴とする光情報記録媒体。
【化１】

［式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に炭素原子数１～２０の鎖状又は環状のアルキル基
、炭素原子数６～１８のアリール基、炭素原子数７～１９のアラルキル基、又は５もしく
は６員のヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、ハロゲン原子、炭素原子数１～２０の鎖状
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又は環状のアルキル基、炭素原子数６～１８のアリール基、炭素原子数７～１９のアラル
キル基、炭素原子数２～２０のアシル基、炭素原子数１～２０のアルコキシ基、炭素原子
数２～２０のアルコキシカルボニル基、又は炭素原子数１～１７のカルバモイル基を表し
、Ｒ８は水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１～２０のアルコキシ基、
又は炭素原子数２～２０のアシルオキシ基を表し、Ｒ７とＲ８とは互いに結合して環を形
成していてもよい。］
【請求項２】
前記基板はいずれか一方の表面に０．２～０．８μｍのトラックピッチで形成されたプレ
グルーブを有する透明な円盤状基板であり、前記記録層は前記基板のプレグルーブが形成
された側の表面に設けられた請求項１に記載の光情報記録媒体。
【請求項３】
金属からなる光反射層および／または保護層が更に設けられた請求項１又は請求項２に記
載の光情報記録媒体。
【請求項４】
請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の光情報記録媒体に、波長５５０ｎｍ以下のレ
ーザを照射して情報を記録する情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、光情報記録媒体及び情報記録方法に関し、詳しくは、レーザ光の照射により
情報の記録及び再生を行うことができる光情報記録媒体及び情報記録方法に関するもので
ある。特に、波長５５０ｎｍ以下の短波長レーザ光の照射により情報を記録するのに好適
な光情報記録媒体と、その光情報記録媒体を用いた情報記録方法とに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来から、レーザ光により一回限りの情報の記録が可能な光情報記録媒体（光ディスク
）が知られている。この光ディスクは、追記型ＣＤ（所謂ＣＤ－Ｒ）とも称され、その代
表的な構造は、透明な円盤状基板上に有機色素からなる記録層、金などの金属からなる光
反射層、さらに樹脂製の保護層がこの順に積層したものである。そしてこのＣＤ－Ｒへの
情報の記録は、近赤外域のレーザ光（通常は７８０ｎｍ付近の波長のレーザ光）をＣＤ－
Ｒに照射することにより行われ、記録層の照射部分がその光を吸収して局所的に温度上昇
し、物理的あるいは化学的変化（例えば、ピットの生成）によりその部分の光学的特性が
変化することにより情報が記録される。一方、情報の読み取り（再生）もまた記録用のレ
ーザ光と同じ波長のレーザ光をＣＤ－Ｒに照射することにより行われ、記録層の光学的特
性が変化した部位（記録部分）と変化していない部位（未記録部分）との反射率の違いを
検出することにより行われている。
【０００３】
　また、最近ではＣＤ－Ｒより高密度記録が可能な光情報記録媒体として、追記型デジタ
ル・ヴァーサタイル・ディスク（所謂ＤＶＤ－Ｒ）と称される光ディスクが提案され、実
用化されている。このＤＶＤ－Ｒは、通常、透明な円盤状基板上に有機色素を含有する記
録層、光反射層、及び保護層をこの順に積層したディスクを２枚を記録層を内側にして貼
り合わせた構造、あるいはこのディスクと同じ形状の円盤状保護基板とを記録層を内側に
して貼り合わせた構造を有しており、透明な円盤状基板には照射されるレーザ光をトラッ
キングするための案内溝（プレグルーブ）が、ＣＤ－Ｒの半分以下（０．７４～０．８μ
ｍ）という狭い溝幅で形成されている。そして、このＤＶＤ－Ｒへの情報の記録及び再生
は、可視レーザ光（通常は、６３０ｎｍ～６８０ｎｍの範囲の波長のレーザ光）を照射す
ることにより行われており、ＣＤ－Ｒより高密度の記録が可能である。
【０００４】
　最近、インターネット等のネットワークやハイビジョンＴＶが急速に普及している。ま
た、ＨＤＴＶ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ）の放映開始も
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間近にひかえている。このような状況の下で、画像情報を安価簡便に記録することができ
る大容量の記録媒体が必要とされている。ＤＶＤ－Ｒは現状では大容量の記録媒体として
の役割を十分に果たしているが、大容量化、高密度化の要求は高まる一方であり、これら
の要求に対応できる記録媒体の開発も必要である。このため、ＤＶＤ－Ｒよりも更に短波
長の光で高密度の記録を行なうことができる、より大容量の記録媒体の開発が進められて
いる。
【０００５】
　例えば特開平４－７４６９０号公報、特開平８－１２７１７４号公報、同１１－５３７
５８号公報、同１１－３３４２０４号公報、同１１－３３４２０５号公報、同１１－３３
４２０６号公報、同１１－３３４２０７号公報、特開２０００－４３４２３号公報、同２
０００－１０８５１３号公報、同２０００－１１３５０４号公報、同２０００－１４９３
２０号公報、及び同２０００－１５８８１８号公報には、有機色素を含む記録層を有する
光情報記録媒体において、記録層側から光反射層側に向けて波長５３０ｎｍ以下のレーザ
を照射することにより、情報の記録及び再生を行う記録再生方法が開示されている。この
方法では、ポルフィリン化合物、アゾ系色素、金属アゾ系色素、キノフタロン系色素、ト
リメチンシアニン色素、ジシアノビニルフェニル骨格色素、クマリン化合物等を含有する
記録層を備えた光ディスクに、青色（波長４３０ｎｍ、４８８ｎｍ）又は青緑色（波長５
１５ｎｍ）のレーザを照射することにより情報の記録及び再生を行っている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、本発明者の検討によれば、上記公報に記載された光ディスクでは、波長
５５０ｎｍ以下の短波長レーザ光の照射により情報を記録する場合には、実用上必要とさ
れる感度を得ることができず、また反射率や変調度などの他の記録特性も満足できるレベ
ルではなく、更に改良を要することが判明した。特に、上記公報に記載された光ディスク
では、波長４５０ｎｍ以下のレーザ光を照射した場合に記録特性が低下した。
【０００７】
　本発明は上記従来技術の問題点に鑑み成されたものであり、本発明の第１の目的は、Ｃ
Ｄ－ＲやＤＶＤ－Ｒへの情報の記録及び再生に使用されるレーザ光よりも短波長である波
長５５０ｎｍ以下のレーザ光、特に波長４５０ｎｍ以下のレーザ光の照射による情報の記
録及び再生が可能であり、かつ優れた記録特性を有する光情報記録媒体を提供することに
ある。また、本発明の第２の目的は、ＣＤ－ＲやＤＶＤ－Ｒの記録及び再生に使用される
レーザ光よりも短波長である波長５５０ｎｍ以下のレーザ光、特に波長４５０ｎｍ以下の
レーザ光の照射による情報の高密度記録が可能な情報記録方法を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記第１の目的を達成するために、請求項１に記載の光情報記録媒体は、基板上にレー
ザ光の照射により情報の記録が可能な記録層を有する光情報記録媒体であって、該記録層
が下記一般式（Ｉ－Ｂ）で表される１，２，３－トリアゾール化合物を含有することを特
徴とする。
【０００９】
【化２】
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【００１０】
［式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に炭素原子数１～２０の鎖状又は環状のアルキル基
、炭素原子数６～１８のアリール基、炭素原子数７～１９のアラルキル基、又は５もしく
は６員のヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、ハロゲン原子、炭素原子数１～２０の鎖状
又は環状のアルキル基、炭素原子数６～１８のアリール基、炭素原子数７～１９のアラル
キル基、炭素原子数２～２０のアシル基、炭素原子数１～２０のアルコキシ基、炭素原子
数２～２０のアルコキシカルボニル基、又は炭素原子数１～１７のカルバモイル基を表し
、Ｒ８は水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１～２０のアルコキシ基、
又は炭素原子数２～２０のアシルオキシ基を表し、Ｒ７とＲ８とは互いに結合して環を形
成していてもよい。］
【００１１】
　上記の光情報記録媒体は、いずれか一方の表面に０．２～０．８μｍのトラックピッチ
で形成されたプレグルーブを有する透明な円盤状基板のプレグルーブが形成された側の表
面に、レーザ光の照射により情報の記録が可能な記録層を形成した構造とすることができ
る。また、上記の光情報記録媒体には、金属からなる光反射層および／または保護層を更
に設けることができる。
【００１２】
　また、上記第２の目的を達成するために、請求項４に記載の情報記録方法は、本発明の
光情報記録媒体に、波長５５０ｎｍ以下のレーザを照射して情報を記録することを特徴と
する。
【００１３】
　本発明者の研究によれば、基板上にレーザ光の照射により情報の記録が可能な記録層を
有する光情報記録媒体の記録層に、１，２，３－トリアゾール化合物を含有することで、
波長が５５０ｎｍ以下、更には波長４５０ｎｍ以下の短波長のレーザ光に対しても高い感
度を示し、かつ高い反射率、そして高い変調度を与える良好な記録特性を備えた光情報記
録媒体を得ることができる。また、この光情報記録媒体に、波長５５０ｎｍ以下、更には
波長４５０ｎｍ以下のレーザ光を照射して情報を高密度記録することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の光情報記録媒体及び情報記録方法の実施の形態について詳細に説明する
。
　本発明の光情報記録媒体は、基板上にレーザ光の照射により情報の記録が可能な記録層
を有する光情報記録媒体であって、該記録層が下記一般式（Ｉ－Ｂ）で表される１，２，
３－トリアゾール化合物を含有することを特徴とする。
【００１５】
【化３】
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【００１６】
［式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に炭素原子数１～２０の鎖状又は環状のアルキル基
、炭素原子数６～１８のアリール基、炭素原子数７～１９のアラルキル基、又は５もしく
は６員のヘテロ環基を表し、Ｒ７は水素原子、ハロゲン原子、炭素原子数１～２０の鎖状
又は環状のアルキル基、炭素原子数６～１８のアリール基、炭素原子数７～１９のアラル
キル基、炭素原子数２～２０のアシル基、炭素原子数１～２０のアルコキシ基、炭素原子
数２～２０のアルコキシカルボニル基、又は炭素原子数１～１７のカルバモイル基を表し
、Ｒ８は水素原子、ハロゲン原子、ヒドロキシ基、炭素原子数１～２０のアルコキシ基、
又は炭素原子数２～２０のアシルオキシ基を表し、Ｒ７とＲ８とは互いに結合して環を形
成していてもよい。］
【００１７】
　一般式（Ｉ－Ｂ）において、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立に炭素原子数１～１６の鎖状
又は環状のアルキル基、又は炭素原子数６～１４のアリール基であることが好ましく、更
に炭素原子数１～１０の鎖状のアルキル基、又はフェニル基であることが好ましい。
　一般式（Ｉ－Ｂ）において、Ｒ７は水素原子、炭素原子数１～１６の鎖状のアルキル基
、炭素原子数２～１１のアシル基、炭素原子数２～１１のアルコキシカルボニル基、又は
炭素原子数１～１０のカルバモイル基であることが好ましく、更に炭素原子数２～１１の
アシル基、炭素原子数１～１６のアルコキシ基、又は炭素原子数２～１１のアルコキシカ
ルボニル基であることが好ましい。
　一般式（Ｉ－Ｂ）において、Ｒ８は水素原子、ヒドロキシ基、又は炭素原子数１～１６
のアルコキシ基であることが好ましく、更に水素原子、又はヒドロキシ基であることが好
ましい。
【００１８】
　一般式（Ｉ－Ｂ）において、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、及びＲ８は更に置換基を有していても
よく、この場合の置換基の例としては、以下に記載のものを挙げることができる。
　炭素原子数１～２０の鎖状または環状のアルキル基（例えば、メチル、エチル、イソプ
ロピル、シクロヘキシル）、炭素原子数６～１８のアリール基（例えば、フェニル、クロ
ロフェニル、２，４－ジ－ｔ－アミルフェニル、１－ナフチル）、炭素原子数７～１９の
アラルキル基（例えば、ベンジル、アニシル）、炭素原子数２～２０のアルケニル基（例
えば、ビニル、２－メチルビニル）、炭素原子数２～２０のアルキニル基（例えば、エチ
ニル、２－メチルエチニル、２－フェニルエチニル）、ハロゲン原子（例えば、Ｆ、Ｃｌ
、Ｂｒ、Ｉ）、シアノ基、ヒドロキシ基、カルボキシル基、炭素原子数２～２０のアシル
基（例えば、アセチル、ベンゾイル、サリチロイル、ピバロイル）、炭素原子数１～２０
のアルコキシ基（例えば、メトキシ、ブトキシ、シクロヘキシルオキシ）、炭素原子数６
～２０のアリールオキシ基（例えば、フェノキシ、１－ナフトキシ、トルオイル）、炭素
原子数１～２０のアルキルチオ基（例えば、メチルチオ、ブチルチオ、ベンジルチオ、３
－メトキシプロピルチオ）、炭素原子数６～２０のアリールチオ基（例えば、フェニルチ
オ、４－クロロフェニルチオ）、炭素原子数１～２０のアルキルスルホニル基（例えば、
メタンスルホニル、ブタンスルホニル）、炭素原子数６～２０のアリールスルホニル基（
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例えば、ベンゼンスルホニル、パラトルエンスルホニル）、炭素原子数１～１７のカルバ
モイル基（例えば、無置換のカルバモイル、メチルカルバモイル、エチルカルバモイル、
ｎ－ブチルカルバモイル、ジメチルカルバモイル）、炭素原子数０～１６のスルファモイ
ル基（例えば、無置換のスルファモイル、Ｎ－メチルスルファモイル、Ｎ，Ｎ－ジプロピ
ルスルファモイル、Ｎ－フェニルスルファモイル）、炭素原子数１～１６のアミド基（例
えば、アセトアミド、ベンズアミド）、炭素原子数２～２０のアシルオキシ基（例えば、
アセトキシ、ベンゾイルオキシ）、炭素原子数２～２０のアルコキシカルボニル基（例え
ば、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル）、５もしくは６員のヘテロ環基（例えば
、ピリジル、チエニル、フリル、チアゾリル、イミダゾリル、ピラゾリルなどの芳香族ヘ
テロ環、ピロリジン環、ピペリジン環、モルホリン環、ピラン環、チオピラン環、ジオキ
サン環、ジチオラン環などのヘテロ環）。
【００１９】
　上記の置換基で好ましいものは、炭素原子数１～１６の鎖状又は環状のアルキル基、炭
素原子数６～１４のアリール基、炭素原子数７～１５のアラルキル基、炭素原子数１～１
６のアルコキシ基、炭素原子数６～１４のアリールオキシ基、炭素原子数２～２１のアシ
ルオキシ基、炭素原子数１～１６のアルキルチオ基、炭素原子数６～１４のアリールチオ
基、ハロゲン原子、炭素原子数２～１６のアシル基、炭素原子数２～１７のアルコキシカ
ルボニル基、炭素原子数１～１０のカルバモイル基、炭素数１～１０のアミド基であり、
中でも好ましいものは、炭素原子数２～１０の鎖状又は環状のアルキル基、炭素原子数７
～１３のアラルキル基、炭素原子数６～１０のアリール基、炭素原子数１～１０のアルコ
キシ基、炭素原子数２～１７のアシルオキシ基、炭素原子数６～１０のアリールオキシ基
、炭素原子数１～１０のアルキルチオ基、炭素原子数６～１０のアリールチオ基、塩素原
子、炭素原子数２～１１のアルコキシカルボニル基、炭素原子数１～７のカルバモイル基
、炭素数１～８のアミド基であり、特に好ましいものは、炭素原子数３～１０の鎖状分岐
又は環状のアルキル基、炭素原子数７～１１のアラルキル基、炭素原子数１～８のアルコ
キシ基、炭素原子数２～１１のアシル基、炭素原子数１～８のアルキルチオ基、炭素原子
数６～１０のアリールチオ基、炭素原子数３～９のアルコキシカルボニル基、フェニル基
、塩素原子である。
【００２０】
　一般式（Ｉ－Ｂ）で表される化合物は、任意の位置で直接または間接に結合して多量体
を形成していてもよく、この場合の各単位は互いに同一でも異なっていてもよい。なお、
任意の位置で間接に結合して多量体を形成する場合には、前記のＲ７またはＲ８で表され
る各基を連結基として結合する場合が含まれる。また、ポリスチレン、ポリメタクリレー
ト、ポリビニルアルコール、セルロース等のポリマー鎖に結合していてもよい。
【００２１】
　以下に、本発明で用いられる１，２，３－トリアゾール化合物の好ましい具体例〔（３
５）～（４１）〕を挙げるが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００２２】
【化４】
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【００２４】
　本発明に用いられる１，２，３－トリアゾール化合物は、例えば特公昭５４－４１０３
８号公報、同６０－１４０６２号公報、特公平２－３３７０９号公報、特登２８５８９４
０号公報、同２８６４４６８号公報、英国特許第１，２３９，２５８号公報、米国特許第
４，５８７，３４６号公報、Ｐｏｙｍｅｒ、１９８５、Ｖｏｌ２６、１２８８及びＭｏｎ
ａｔｓｈ．Ｃｈｅｍ．１９８１，１１２，１２７９等に記載または引用の方法もしくはこ
れらに類似の方法により合成することができるが、塗料やポリマーの安定化剤として市販
されているものを使用してもよい。
【００２５】
　１，２，３－トリアゾール化合物は、単独で用いても良いし、二種以上を併用しても良
い。また、１，２，３－トリアゾール化合物とこれ以外の色素化合物とを記録物質として
併用してもよい。併用できる色素化合物の例としては、シアニン系色素、オキソノール系
色素、アゾ金属錯体、フタロシアニン系色素、ピリリウム系色素、チオピリリウム系色素
、アズレニウム系色素、スクワリリウム系色素、ナフトキノン系色素、トリフェニルメタ
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ン系色素、及びトリアリルメタン系色素等を挙げることができる。
【００２６】
　本発明の光情報記録媒体は、基板上に前記一般式（Ｉ－Ｂ）で表される１，２，３－ト
リアゾール化合物を含有する記録層を有していれば特に制限はなく、種々の構成の光情報
記録媒体に適用することができる。本発明の光情報記録媒体は、例えば一定のトラックピ
ッチのプレグルーブが形成された円盤状基板上に記録層、光反射層および保護層をこの順
に有する構成とすることができる。以下、円盤状基板上に記録層、光反射層、及び保護層
をこの順に有する光情報記録媒体を例にとって、その製造工程に従い光情報記録媒体の構
成を詳細に説明する。
【００２７】
　本発明の光情報記録媒体の基板は、従来の光情報記録媒体の基板として用いられている
各種の材料から任意に選択することができる。基板材料としては、例えばガラス、ポリカ
ーボネート、ポリメチルメタクリレート等のアクリル樹脂、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル
共重合体等の塩化ビニル系樹脂、エポキシ樹脂、アモルファスポリオレフィンおよびポリ
エステルなどを挙げることができ、所望によりそれらを併用してもよい。なお、これらの
材料はフィルム状としてまたは剛性のある基板として使うことができる。上記材料の中で
は、耐湿性、寸法安定性および価格などの点からポリカーボネートが好ましい。
【００２８】
　本発明の光情報記録媒体には、より高い記録密度を達成するためにＣＤ－ＲやＤＶＤ－
Ｒに比べて、より狭いトラックピッチのプレグルーブが形成された基板を用いることが好
ましい。本発明の光情報記録媒体の場合、トラックピッチは０．２～０．８μｍの範囲に
あることが好ましく、０．２５～０．５μｍの範囲にあることがより好ましく、０．３０
～０．３５μｍの範囲にあることが更に好ましい。また、プレグルーブの深さは０．０２
０～０．１８μｍの範囲にあることが好ましく、０．０２５～０．０７５μｍの範囲にあ
ることがより好ましく、０．０２５～０．０４５μｍの範囲にあることが特に好ましい。
【００２９】
　記録層が設けられる側の基板表面には、平面性の改善、接着力の向上および記録層の変
質防止の目的で、下塗層が設けられてもよい。下塗層の材料としては例えば、ポリメチル
メタクリレート、アクリル酸・メタクリル酸共重合体、スチレン・無水マレイン酸共重合
体、ポリビニルアルコール、Ｎ－メチロールアクリルアミド、スチレン・ビニルトルエン
共重合体、クロルスルホン化ポリエチレン、ニトロセルロース、ポリ塩化ビニル、塩素化
ポリオレフィン、ポリエステル、ポリイミド、酢酸ビニル・塩化ビニル共重合体、エチレ
ン・酢酸ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリカーボネート等の高分子
物質；およびシランカップリング剤などの表面改質剤を挙げることができる。下塗層は、
上記物質を適当な溶剤に溶解または分散して塗布液を調製したのち、この塗布液をスピン
コート、ディップコート、エクストルージョンコートなどの塗布法により基板表面に塗布
することにより形成することができる。下塗層の層厚は一般に０．００５～２０μｍの範
囲にあり、好ましくは０．０１～１０μｍの範囲である。
【００３０】
　記録層の形成は、１，２，３－トリアゾール化合物の外、結合剤などを溶剤に溶解して
塗布液を調製し、次いでこの塗布液を基板表面に塗布して塗膜を形成したのち乾燥するこ
とにより行うことができる。
【００３１】
　塗布液の溶剤としては、酢酸ブチル、乳酸エチル、セロソルブアセテートなどのエステ
ル；メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、メチルイソブチルケトンなどのケトン；ジ
クロルメタン、１，２－ジクロルエタン、クロロホルムなどの塩素化炭化水素；ジメチル
ホルムアミドなどのアミド；メチルシクロヘキサンなどの炭化水素；テトラヒドロフラン
、エチルエーテル、ジオキサンなどのエーテル；エタノール、ｎ－プロパノール、イソプ
ロパノール、ｎ－ブタノールジアセトンアルコールなどのアルコール；２，２，３，３－
テトラフルオロプロパノールなどのフッ素系溶剤；エチレングリコールモノメチルエーテ
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ル、エチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル
などのグリコールエーテル類などを挙げることができる。上記溶剤は使用する色素の溶解
性を考慮して単独で、あるいは二種以上を組み合わせて使用することができる。塗布液中
にはさらに酸化防止剤、ＵＶ吸収剤、可塑剤、潤滑剤など各種の添加剤を目的に応じて添
加してもよい。
【００３２】
　結合剤を使用する場合に、結合剤の例としては、ゼラチン、セルロース誘導体、デキス
トラン、ロジン、ゴムなどの天然有機高分子物質；およびポリエチレン、ポリプロピレン
、ポリスチレン、ポリイソブチレン等の炭化水素系樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニ
リデン、ポリ塩化ビニル・ポリ酢酸ビニル共重合体等のビニル系樹脂、ポリアクリル酸メ
チル、ポリメタクリル酸メチル等のアクリル樹脂、ポリビニルアルコール、塩素化ポリエ
チレン、エポキシ樹脂、ブチラール樹脂、ゴム誘導体、フェノール・ホルムアルデヒド樹
脂等の熱硬化性樹脂の初期縮合物などの合成有機高分子を挙げることができる。記録層の
材料として結合剤を併用する場合に、結合剤の使用量は、一般に色素に対して０．０１倍
量～５０倍量（質量比）の範囲にあり、好ましくは０．１倍量～５倍量（質量比）の範囲
にある。このようにして調製される塗布液中の色素の濃度は、一般に０．０１～１０質量
％の範囲にあり、好ましくは０．１～５質量％の範囲にある。
【００３３】
　塗布方法としては、スプレー法、スピンコート法、ディップ法、ロールコート法、ブレ
ードコート法、ドクターロール法、スクリーン印刷法などを挙げることができる。記録層
は単層でも重層でもよい。記録層の層厚は一般に２０～５００ｎｍの範囲にあり、好まし
くは３０～３００ｎｍの範囲にあり、より好ましくは５０～１００ｎｍの範囲にある。
【００３４】
　記録層には、記録層の耐光性を向上させるために、種々の褪色防止剤を含有させること
ができる。褪色防止剤としては、一般的に一重項酸素クエンチャーが用いられる。一重項
酸素クエンチャーとしては、既に公知の特許明細書等の刊行物に記載のものを利用するこ
とができる。その具体例としては、特開昭５８－１７５６９３号、同５９－８１１９４号
、同６０－１８３８７号、同６０－１９５８６号、同６０－１９５８７号、同６０－３５
０５４号、同６０－３６１９０号、同６０－３６１９１号、同６０－４４５５４号、同６
０－４４５５５号、同６０－４４３８９号、同６０－４４３９０号、同６０－５４８９２
号、同６０－４７０６９号、同６３－２０９９９５号、特開平４－２５４９２号、特公平
１－３８６８０号、及び同６－２６０２８号等の各公報、ドイツ特許３５０３９９号明細
書、そして日本化学会誌１９９２年１０月号第１１４１頁などに記載のものを挙げること
ができる。好ましい一重項酸素クエンチャーの例としては、下記の一般式（II）で表され
る化合物を挙げることができる。
【００３５】
【化６】

【００３６】
（但し、Ｒ２１は置換基を有していてもよいアルキル基を表わし、そしてＱ－はアニオン
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を表わす。）
　一般式（II）において、Ｒ２１は置換されていてもよい炭素数１～８のアルキル基が一
般的であり、無置換の炭素数１～６のアルキル基が好ましい。アルキル基の置換基として
は、ハロゲン原子（例、Ｆ，Ｃｌ）、アルコキシ基（例、メトキシ、エトキシ）、アルキ
ルチオ基（例、メチルチオ、エチルチオ）、アシル基（例、アセチル、プロピオニル）、
アシルオキシ基（例、アセトキシ、プロピオニルオキシ）、ヒドロキシ基、アルコキシカ
ルボニル基（例、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル）、アルケニル基（例、ビニ
ル）、アリール基（例、フェニル、ナフチル）を挙げることができる。これらの中で、ハ
ロゲン原子、アルコキシ基、アルキルチオ基、アルコキシカルボニル基が好ましい。Ｑ－

のアニオンの好ましい例としては、ＣｌＯ４
－、ＡｓＦ６

－、ＢＦ４
－、及びＳｂＦ６

－

を挙げることができる。
　一般式（II）で表される好適な化合物例を表１に記載するが、これに制限されるもので
はない。
【００３７】
【表１】

【００３８】
　前記一重項酸素クエンチャーなどの褪色防止剤の使用量は、色素の量に対して、通常０
．１～５０質量％の範囲であり、好ましくは、０．５～４５質量％の範囲、更に好ましく
は、３～４０質量％の範囲、特に好ましくは５～２５質量％の範囲である。
【００３９】
　記録層に隣接して、情報の再生時における反射率の向上の目的で光反射層を設けること
が好ましい。光反射層の材料である光反射性物質はレーザに対する反射率が高い物質であ
り、その例としては、Ｍｇ、Ｓｅ、Ｙ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｖ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｃｒ、Ｍｏ
、Ｗ、Ｍｎ、Ｒｅ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｒｕ、Ｒｈ、Ｐｄ、Ｉｒ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａ
ｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｓｉ、Ｇｅ、Ｔｅ、Ｐｂ、Ｐｏ、Ｓｎ、Ｂｉなどの
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金属及び半金属あるいはステンレス鋼を挙げることができる。これらの物質は単独で用い
てもよいし、あるいは二種以上の組合せで、または合金として用いてもよい。これらのう
ちで好ましいものは、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ａｌ及びステンレス鋼であ
る。特に好ましくは、Ａｕ金属、Ａｇ金属、Ａｌ金属あるいはこれらの合金であり、最も
好ましくは、Ａｇ金属、Ａｌ金属あるいはそれらの合金である。光反射層は、例えば、上
記光反射性物質を蒸着、スパッタリングまたはイオンプレーティングすることにより基板
もしくは記録層の上に形成することができる。光反射層の層厚は、一般的には１０～３０
０ｎｍの範囲にあり、５０～２００ｎｍの範囲にあることが好ましい。
【００４０】
　光反射層もしくは記録層の上には、記録層などを物理的および化学的に保護する目的で
保護層を設けることが好ましい。なお、ＤＶＤ－Ｒ型の光情報記録媒体の製造の場合と同
様の形態、すなわち二枚の基板を記録層を内側にして張り合わせる構成をとる場合は、必
ずしも保護層の付設は必要ではない。保護層に用いられる材料の例としては、ＳｉＯ、Ｓ
ｉＯ２、ＭｇＦ２、ＳｎＯ２、Ｓｉ３Ｎ４等の無機物質、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、
ＵＶ硬化性樹脂等の有機物質を挙げることができる。保護層は、例えばプラスチックの押
出加工で得られたフィルムを接着剤を介して反射層上にラミネートすることにより形成す
ることができる。あるいは真空蒸着、スパッタリング、塗布等の方法により設けられても
よい。また、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂の場合には、これらを適当な溶剤に溶解して塗
布液を調製したのち、この塗布液を塗布し、乾燥することによっても形成することができ
る。ＵＶ硬化性樹脂の場合には、そのままもしくは適当な溶剤に溶解して塗布液を調製し
たのちこの塗布液を塗布し、ＵＶ光を照射して硬化させることによっても形成することが
できる。これらの塗布液中には、更に帯電防止剤、酸化防止剤、ＵＶ吸収剤等の各種添加
剤を目的に応じて添加してもよい。保護層の層厚は一般には０．１μｍ～１ｍｍの範囲に
ある。以上の工程により、基板上に、記録層、光反射層そして保護層、あるいは基板上に
、光反射層、記録層そして保護層が設けられた積層体を製造することができる。
【００４１】
　本発明の情報記録方法は、上記光情報記録媒体を用いて、例えば、次のように行われる
。まず光情報記録媒体を定線速度（ＣＤフォーマットの場合は１．２～１．４ｍ／秒）ま
たは定角速度にて回転させながら、基板側あるいは保護層側から半導体レーザなどの記録
用の光を照射する。この光の照射により、記録層がその光を吸収して局所的に温度上昇し
、物理的あるいは化学的変化（例えば、ピットの生成）が生じてその光学的特性を変える
ことにより、情報が記録されると考えられる。本発明においては、記録光として３９０～
５５０ｎｍの範囲の発振波長を有する半導体レーザが用いられる。
【００４２】
　好ましい光源としては３９０～４１５ｎｍの範囲の発振波長を有する青紫色半導体レー
ザ、中心発振波長５１５ｎｍの青緑色半導体レーザ、中心発振波長８５０ｎｍの赤外半導
体レーザと光導波路型の波長変換素子（ＳＨＧ）とから構成される中心発振波長４２５ｎ
ｍの青紫色ＳＨＧレーザを挙げることができる。中でも記録密度の点で青紫色半導体レー
ザまたはＳＨＧレーザを用いることが特に好ましい。なお、上記のように記録された情報
の再生は、光情報記録媒体を上記と同一の定線速度で回転させながらレーザ光を基板側か
ら照射して、その反射光を検出することにより行うことができる。
【００４３】
　本発明の光情報記録媒体は、従来のＤＶＤ－Ｒと同様に、一定のトラックピッチのプレ
グルーブが形成された透明な円盤状基板上に記録層及び光反射層が設けられてなる二枚の
積層体をそれぞれの記録層が内側となるように貼り合わせた構造とすることができる。ま
た、この積層体と同じ形状の円盤状保護基板とを記録層を内側にして貼り合わせた構造と
してもよい。なお、貼り合わせ構造とする場合、例えば、透明基板の直径が１２０±３ｍ
ｍで厚みが０．６±０．１ｍｍのものが用いられ、貼り合わせ後の光情報記録媒体の厚み
が１．２±０．２ｍｍとなるように調整される。この貼り合わせは、保護層の形成に用い
たＵＶ硬化性樹脂を用いて行ってもよいし、合成接着剤を用いて行ってもよい。また、両
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【００４４】
　また、本発明の光情報記録媒体は、例えば一定のトラックピッチのプレグルーブが形成
された円盤状基板上に光反射層、記録層および薄膜保護層をこの順に有する構成とするこ
とができる。この光情報記録媒体では、所定厚さ（ＣＤ－Ｒでは１．２ｍｍ）の基板とは
反対側に薄膜の保護層を設け、この薄膜保護層側から光を照射して記録を行うことにより
、照射するレーザ光のビーム径を小さく絞ることができ、波長４５０ｎｍ以下の短波長の
光で高密度の記録を行うことができる。
【００４５】
　上記の薄膜保護層は、その厚さが０．１～３００μｍであることが好ましく、光硬化性
樹脂またはフィルム状樹脂から形成される。なお、薄膜保護層は中間層、接着層等を介し
て記録層上に設けてもよい。中間層は記録層の保存性を高め、記録層と薄膜保護層との接
着性を向上させるために設けられる。中間層に用いられる材料としては、例えば、ＳｉＯ
、ＳｉＯ２、ＭｇＦ２、ＳｎＯ２、Ｓｉ３Ｎ４などの無機物質を挙げることができる。ま
た、この中間層は、蒸着、スパッタリング等の真空成膜により形成することができる。接
着層には光硬化性樹脂を含む接着剤を使用するのが好ましい。例えば、光硬化性樹脂をそ
のままもしくは適当な溶剤に溶解して塗布液を調製した後、この塗布液を中間層上に塗布
し、塗布膜上に例えばプラスチックの押出加工で得られた樹脂フィルムをラミネートし、
ラミネートした樹脂フィルムの上から光照射して塗布膜を硬化させることにより、樹脂フ
ィルムを中間層上に接着することができる。これにより薄膜保護層が形成される。
【００４６】
【実施例】
　次に、実施例により本発明を更に詳細に説明するが、本発明は以下の実施例に限定され
るものではない。
［実施例１］
　例示化合物（３５）をメチルシクロヘキサンに溶解し、記録層形成用塗布液（濃度：１
質量％）を得た。この塗布液を表面にスパイラル状のプレグルーブ（トラックピッチ：０
．３５μｍ、グルーブ幅：０．２μｍ、グルーブの深さ：０．０４５μｍ）が射出成形に
より形成されたポリカーボネート基板（直径：１２０ｍｍ、厚さ：０．６ｍｍ）のそのプ
レグルーブ側の表面にスピンコート法により塗布し、記録層（厚さ（プレグルーブ内）：
約８０ｎｍ）を形成した。次に、記録層上に銀をスパッタリングして厚さ約１００ｎｍの
光反射層を形成した。更に、光反射層上にＵＶ硬化性樹脂（ＳＤ３１８、大日本インキ化
学工業（株）製）を塗布し、紫外線を照射して硬化させ、層厚７μｍの保護層を形成した
。以上の工程により、光ディスクを得た。
【００４７】
［比較例１］～［比較例５］
　実施例１において、例示化合物（３５）を下記に示す比較用色素化合物Ａ～Ｅ（使用量
は変更なし）に代え、さらに、塗布溶剤を２，２，３，３－テトラフルオロプロパノール
に変更したこと以外は同様にして、光ディスクを製造した。
【００４８】
【化７】
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【００４９】
［光ディスクとしての評価］
　作製した光ディスクに線速度３．５ｍ／秒で１４Ｔ－ＥＦＭ信号を発振波長４０５ｎｍ
の青紫色半導体レーザを用いて記録した後、記録した信号を再生した。最適パワーでの変
調度、グルーブ反射率、及び感度を測定した。記録および記録特性評価はパルステック社
製「ＤＤＵ１０００」を用いて行った。評価結果を表２に示す。
【００５０】
【表２】
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　表２の結果から、記録物質として、一般式（Ｉ－Ｂ）で表される１，２，３－トリアゾ
ール化合物を記録層に含有する本発明の光ディスク（実施例１）は、記録物質として比較
化合物Ａ～Ｄを記録層に含有する光ディスク（比較例１～４）に比べて、発振波長４０５
ｎｍである短波長のレーザ光（青紫色レーザ光）に対して高い反射率を示し、かつ高い変
調度を与え、しかも高感度であることが分かる。従って、本発明に従う光情報記録媒体は
、発振波長４０５ｎｍといった短波長のレーザ光を照射して情報の記録及び再生が可能で
あり、且つ、このような短波長のレーザ光に対して優れた記録特性を有していることが分
かる。また、１、３－ジメチルバルビツール酸から誘導される基を有する比較化合物Ｅを
記録層に含有する光ディスクでは、記録層が白色化したため記録が不可能であったのに対
し、本発明の１，２，３－トリアゾール化合物を用いた場合には、透明で安定な記録層を
形成することができた。
【００５２】
【発明の効果】
　本発明の光情報記録媒体は、ＣＤ－ＲやＤＶＤ－Ｒへの情報の記録及び再生に使用され
るレーザ光よりも短波長である波長５５０ｎｍ以下のレーザ光、特に波長４５０ｎｍ以下
のレーザ光の照射により情報の記録及び再生が可能であり、且つ、これらのレーザ光に対
して高い反射率を示し、高い変調度を与え、しかも高感度と優れた記録特性を有する、と
いう効果を奏する。
　本発明の情報記録方法は、本発明の光情報記録媒体を用いることにより、ＣＤ－ＲやＤ
ＶＤ－Ｒへの情報の記録及び再生に使用されるレーザ光よりも短波長ある波長５５０ｎｍ
以下のレーザ光、特に波長４５０ｎｍ以下のレーザ光の照射により情報の高密度記録が可
能であり更に大容量の情報の記録が可能である、という効果を奏する。
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